
(57)【要約】

【課題】既設配管とコルゲート管とのクリアランスが少

なく、曲がりが多い配管であっても、また、コルゲート

管の管径が内外面形状に関係なく、スムースにコルゲー

ト管を牽引することができる既設配管へのコルゲート管

の挿入工法を提供することを目的としている

【解決手段】線状材を一方が開口した筒状あるいは円錐

状に編むことによって形成された把持部を有し、この把

持部が伸長されるとその内径が縮径する把持部材を、把

持部の開口端以外の部分で前記牽引用線状材に固定し、

前記把持部の開口端からコルゲート管の牽引方向の先端

部を把持部内に挿入したのち、把持部を伸長させて縮径

させ、把持部内壁面をコルゲート管の外周面に圧接係止

させてコルゲート管を把持部材の把持部で把持した状態

で牽引用線状材を牽引することを特徴としている。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 既 設 配 管 の 一 方 の 開 口 端 か ら 他 方 の 開 口 端 ま で 挿 通 さ れ た 牽 引 用 線 状 材 に 、 樹 脂 製 の コ
ル ゲ ー ト 管 の 先 端 を 既 設 配 管 の 一 方 の 開 口 端 側 で 固 定 し た の ち 、 既 設 配 管 の 他 方 の 開 口 端
側 か ら 前 記 牽 引 用 線 状 材 を 牽 引 す る 牽 引 動 作 と 、 既 設 配 管 の 一 方 の 開 口 端 側 か ら コ ル ゲ ー
ト 管 を 既 設 配 管 内 に 押 し 込 む 押 し 込 み 動 作 と を 行 い 、 既 設 配 管 内 に コ ル ゲ ー ト 管 を 挿 入 す
る 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 に お い て 、 線 状 材 を 一 方 が 開 口 し た 筒 状 あ る い は
円 錐 状 に 編 む こ と に よ っ て 形 成 さ れ た 把 持 部 を 有 し 、 こ の 把 持 部 が 伸 長 さ れ る と そ の 内 径
が 縮 径 す る 把 持 部 材 を 、 把 持 部 の 開 口 端 以 外 の 部 分 で 前 記 牽 引 用 線 状 材 に 固 定 し 、 前 記 把
持 部 の 開 口 端 か ら コ ル ゲ ー ト 管 の 牽 引 方 向 の 先 端 部 を 把 持 部 内 に 挿 入 し た の ち 、 把 持 部 を
伸 長 さ せ て 縮 径 さ せ 、 把 持 部 内 壁 面 を コ ル ゲ ー ト 管 の 外 周 面 に 圧 接 係 止 さ せ て コ ル ゲ ー ト
管 を 把 持 部 材 の 把 持 部 で 把 持 し た 状 態 で 牽 引 用 線 状 材 を 牽 引 す る こ と を 特 徴 と す る 既 設 配
管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 コ ル ゲ ー ト 管 の 少 な く と も 把 持 部 に よ っ て 把 持 さ れ る 部 分 で 、 コ ル ゲ ー ト 管 よ り 可 撓 性
の 大 き い 芯 材 を コ ル ゲ ー ト 管 内 に 配 置 さ せ た 状 態 で コ ル ゲ ー ト 管 を 把 持 部 で 把 持 す る 請 求
項 １ に 記 載 の 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 コ ル ゲ ー ト 管 の 把 持 部 に よ っ て 把 持 さ れ る 部 分 の 管 壁 を 管 軸 方 向 に 複 数 箇 所 で 切 断 し て
、 複 数 の 短 冊 状 部 を 形 成 し 、 こ の 短 冊 状 部 を 芯 材 の 縮 径 部 の 表 面 に 沿 わ せ た 状 態 で 、 コ ル
ゲ ー ト 管 を 把 持 部 で 把 持 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 芯 材 が 密 着 コ イ ル ス プ リ ン グ で あ る 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 既 設 配 管 へ の コ ル
ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 芯 材 が 牽 引 方 向 に 向 か っ て 徐 々 に 縮 径 し て い る 請 求 項 ２ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の
コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 把 持 状 態 で 把 持 部 の 外 周 面 を 可 撓 性 を 有 す る 保 護 被 膜 で 被 覆 す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の
い ず れ か に 記 載 の 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 老 朽 化 し た 既 設 配 管 の 内 部 に 新 た な 管 路 と し て コ ル ゲ ー ト 管 を 挿 入 し て 更 新
す る 工 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ガ ス や 水 道 の 既 設 配 管 が 老 朽 化 し た 場 合 、 地 面 等 を 掘 削 し て 配 管 を 新 し く 交 換 す る 代 わ
り に 、 既 設 配 管 内 に 可 撓 性 の あ る コ ル ゲ ー ト 管 を 挿 入 し 、 こ の コ ル ゲ ー ト 管 を 新 し い 配 管
と し て 使 用 す る 方 法 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 と し て は 、 既 設 配 管 の 一 方 の 開 口 端 か ら 他 方
の 開 口 端 ま で 挿 通 さ れ た 牽 引 用 の 線 状 材 に 、 樹 脂 製 の コ ル ゲ ー ト 管 の 先 端 を 既 設 配 管 の 一
方 の 開 口 端 側 で 固 定 し た の ち 、 既 設 配 管 の 他 方 の 開 口 端 側 か ら 前 記 線 状 材 を 牽 引 す る 牽 引
動 作 と 、 既 設 配 管 の 一 方 の 開 口 端 側 か ら コ ル ゲ ー ト 管 を 既 設 配 管 内 に 押 し 込 む 押 し 込 み 動
作 と を 行 い 、 既 設 配 管 内 に コ ル ゲ ー ト 管 を 挿 入 す る 工 法 （ た と え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） が
既 に 提 案 さ れ て い る 。
　 ま た 、 こ の 工 法 で は 、 コ ル ゲ ー ト 管 の 牽 引 は 、 ま ず 、 コ ル ゲ ー ト 管 を 挿 入 し よ う と す る
既 設 配 管 の 一 端 か ら 他 端 に 向 か っ て 牽 引 用 ワ イ ヤ ロ ー プ を 挿 入 し 、 コ ル ゲ ー ト 管 の 内 壁 面
に 形 成 さ れ た 凹 溝 に 牽 引 治 具 の 凸 部 を 係 止 さ せ た 状 態 で 牽 引 治 具 に 牽 引 用 ワ イ ヤ ロ ー プ の
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一 端 を 固 定 し 、 他 端 か ら 牽 引 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2002-188755号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 上 記 の よ う な 牽 引 方 法 で は 、 コ ル ゲ ー ト 管 の 内 面 の 凹 凸 形 状 に よ っ て 治 具 の 形
状 が 大 い に 制 約 さ れ る 。
　 す な わ ち 、 牽 引 治 具 は 、 凸 部 が コ ル ゲ ー ト 管 の 凹 溝 に 入 り 込 む 形 状 と す る 必 要 が あ る が
、 こ の と き 凸 部 の 大 き さ が 小 さ い 場 合 に は 牽 引 に よ っ て 牽 引 治 具 が 容 易 に 抜 け て し ま う 。
特 に 曲 が り 部 な ど で コ ル ゲ ー ト 管 が 伸 縮 変 形 を す る と き に 抜 け や す い 。 ま た 、 抜 け な く て
も コ ル ゲ ー ト 管 が 拡 径 し よ う と す る た め に 、 コ ル ゲ ー ト 管 の 外 径 が 拡 大 し 、 摩 擦 抵 抗 が 増
加 す る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ ら を 防 ぐ た め に 、 牽 引 治 具 と コ ル ゲ ー ト 管 と の 嵌 合 長 さ を 長 く す れ ば 、 曲 が り 部 で
の 通 過 が 困 難 に な る 。 特 に 挿 入 後 の 配 管 の 圧 力 損 失 の 増 加 を 小 さ く す る た め に 、 コ ル ゲ ー
ト 管 の 内 外 径 を で き る だ け 大 き く し た 場 合 に は 、 牽 引 治 具 の 内 径 も 大 き く な り 、 場 合 に よ
っ て は 挿 入 が 不 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て 、 既 設 配 管 と コ ル ゲ ー ト 管 と の ク リ ア ラ ン ス が 少 な く 、 曲
が り が 多 い 配 管 で あ っ て も 、 ま た 、 コ ル ゲ ー ト 管 の 管 径 が 内 外 面 形 状 に 関 係 な く 、 ス ム ー
ス に コ ル ゲ ー ト 管 を 牽 引 す る こ と が で き る 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿
入 工 法 （ 以 下 、 「 請 求 項 １ の 挿 入 工 法 」 と 記 す ） は 、 既 設 配 管 の 一 方 の 開 口 端 か ら 他 方 の
開 口 端 ま で 挿 通 さ れ た 牽 引 用 線 状 材 に 、 樹 脂 製 の コ ル ゲ ー ト 管 の 先 端 を 既 設 配 管 の 一 方 の
開 口 端 側 で 固 定 し た の ち 、 既 設 配 管 の 他 方 の 開 口 端 側 か ら 前 記 牽 引 用 線 状 材 を 牽 引 す る 牽
引 動 作 と 、 既 設 配 管 の 一 方 の 開 口 端 側 か ら コ ル ゲ ー ト 管 を 既 設 配 管 内 に 押 し 込 む 押 し 込 み
動 作 と を 行 い 、 既 設 配 管 内 に コ ル ゲ ー ト 管 を 挿 入 す る 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工
法 に お い て 、 線 状 材 を 一 方 が 開 口 し た 筒 状 あ る い は 円 錐 状 に 編 む こ と に よ っ て 形 成 さ れ た
把 持 部 を 有 し 、 こ の 把 持 部 が 伸 長 さ れ る と そ の 内 径 が 縮 径 す る 把 持 部 材 を 、 把 持 部 の 開 口
端 以 外 の 部 分 で 前 記 牽 引 用 線 状 材 に 固 定 し 、 前 記 把 持 部 の 開 口 端 か ら コ ル ゲ ー ト 管 の 牽 引
方 向 の 先 端 部 を 把 持 部 内 に 挿 入 し た の ち 、 把 持 部 を 伸 長 さ せ て 縮 径 さ せ 、 把 持 部 内 壁 面 を
コ ル ゲ ー ト 管 の 外 周 面 に 圧 接 係 止 さ せ て コ ル ゲ ー ト 管 を 把 持 部 材 の 把 持 部 で 把 持 し た 状 態
で 牽 引 用 線 状 材 を 牽 引 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 （ 以 下 、 「 請 求 項 ２ の
挿 入 工 法 」 と 記 す ） は 、 請 求 項 １ の 挿 入 工 法 に お い て 、 コ ル ゲ ー ト 管 の 少 な く と も 把 持 部
に よ っ て 把 持 さ れ る 部 分 で 、 コ ル ゲ ー ト 管 よ り 可 撓 性 の 大 き い 芯 材 を コ ル ゲ ー ト 管 内 に 配
置 さ せ た 状 態 で コ ル ゲ ー ト 管 を 把 持 部 で 把 持 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 芯 材 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 コ ル ゲ ー ト 管 の 全 長 に わ た っ て コ ル ゲ ー ト 管 内 に 挿 入 さ
れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 （ 以 下 、 「 請 求 項 ３ の
挿 入 工 法 」 と 記 す ） は 、 請 求 項 ２ の 挿 入 工 法 に お い て 、 コ ル ゲ ー ト 管 の 把 持 部 に よ っ て 把
持 さ れ る 部 分 の 管 壁 を 管 軸 方 向 に 複 数 箇 所 で 切 断 し て 、 複 数 の 短 冊 状 部 を 形 成 し 、 こ の 短
冊 状 部 を 芯 材 の 縮 径 部 の 表 面 に 沿 わ せ た 状 態 で 、 コ ル ゲ ー ト 管 を 把 持 部 で 把 持 す る こ と を
特 徴 と し て い る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ に 記 載 の 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 （ 以 下 、 「 請 求 項 ４ の
挿 入 工 法 」 と 記 す ） は 、 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ の 挿 入 工 法 に お い て 、 芯 材 が 密 着 コ イ ル
ス プ リ ン グ で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 密 着 コ イ ル ス プ リ ン グ と は 、 無 負 荷 状 態 で は 、 コ イ ル を 構 成 す る ワ イ ヤ の 各 ル ー プ の 壁
面 が 密 着 し て お り 、 軸 方 向 に 圧 縮 さ れ て も そ の 長 さ が 略 変 わ ら ず 、 径 方 向 に 力 を 受 け て も
、 少 し の 力 で は 直 径 が 略 変 わ ら な い も の を い う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ５ に 記 載 の 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 （ 以 下 、 「 請 求 項 ５ の
挿 入 工 法 」 と 記 す ） は 、 請 求 項 ２ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か の 挿 入 工 法 に お い て 、 芯 材 が 牽 引
方 向 に 向 か っ て 徐 々 に 縮 径 し て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ６ に 記 載 の 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 （ 以 下 、 「 請 求 項 ５ の
挿 入 工 法 」 と 記 す ） は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か の 挿 入 工 法 に お い て 、 把 持 状 態 で
把 持 部 の 外 周 面 を 可 撓 性 を 有 す る 保 護 被 膜 で 被 覆 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ６ の 挿 入 工 法 の お い て 、 保 護 被 膜 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ゴ ム 、 エ ラ ス
ト マ ー 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ４ フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 な ど 、 屈 曲 部 で 曲 が り や す さ を 阻 害
し な い 材 質 の も の が 好 ま し い 。 ま た 、 形 状 と し て は 接 続 部 の 可 撓 性 を 損 な わ な い 程 度 の 肉
厚 で 、 牽 引 時 に は が れ て し ま わ な い 程 度 の も の で あ れ ば よ く 、 テ ー プ 状 の も の を 巻 き 付 け
た り 、 円 筒 状 の も の を か ぶ せ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に お い て 、 把 持 部 を 構 成 す る 線 状 材 お よ び 牽 引 用 線 状 材 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ
な い が 、 ワ イ ヤ 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 、 樹 脂 製 ロ ー プ 等 が 挙 げ ら れ 、 ワ イ ヤ ロ ー プ が 好 ま し い 。
　 本 発 明 の 挿 入 工 法 に 用 い ら れ る コ ル ゲ ー ト 管 は 、 一 層 の も の で も 構 わ な い が 、 断 面 波 形
を し た 蛇 腹 状 の 外 層 管 状 部 と 、 こ の 外 層 管 状 部 に 内 嵌 さ れ た 状 態 で 、 外 層 管 状 部 と 同 じ ピ
ッ チ の 断 面 波 形 を し た 蛇 腹 状 の 内 層 管 状 部 と を 有 し 、 外 層 管 状 部 と 、 内 層 管 状 部 と が 、 断
面 波 形 の 谷 部 に あ た る 部 分 の み で 一 体 化 さ れ て い る 合 成 樹 脂 製 二 層 コ ル ゲ ー ト 管 を 用 い る
こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に か か る 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 は 、 以 上 の よ う に 、 線 状 材 が 一 方
が 開 口 し た 筒 状 あ る い は 円 錐 状 に 編 ま れ た 把 持 部 を 有 し 、 こ の 把 持 部 が 伸 長 さ れ る と そ の
内 径 が 縮 径 す る 把 持 部 材 を 、 把 持 部 の 開 口 端 以 外 の 部 分 で 前 記 牽 引 用 線 状 材 に 固 定 し 、 前
記 把 持 部 の 開 口 端 か ら コ ル ゲ ー ト 管 の 牽 引 方 向 の 先 端 部 を 把 持 部 内 に 挿 入 し た の ち 、 把 持
部 を 伸 長 さ せ て 縮 径 さ せ 、 把 持 部 内 壁 面 を コ ル ゲ ー ト 管 の 外 周 面 に 圧 接 係 止 さ せ て コ ル ゲ
ー ト 管 を 把 持 部 材 の 把 持 部 で 把 持 し た 状 態 で 牽 引 用 線 状 材 を 牽 引 す る よ う に し た の で 、 牽
引 時 の 引 っ 張 り 力 が 増 加 す る ほ ど 、 把 持 部 材 の 把 持 部 が 伸 長 状 態 に な っ て 縮 径 し 、 把 持 部
材 の 把 持 部 が コ ル ゲ ー ト 管 外 面 に 圧 接 係 止 さ れ 、 コ ル ゲ ー ト 管 外 面 へ の 把 持 力 が 増 大 す る
。 し た が っ て 、 引 っ 張 り 力 が 大 き く な っ て も 把 持 部 材 が コ ル ゲ ー ト 管 か ら は ず れ た り す る
こ と が な く 、 ス ム ー ス に 牽 引 動 作 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 把 持 部 材 が 線 状 材 を 筒 状 に 編 む こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る の で 、 把 持 部 材 自 体
が 可 撓 性 を 備 え て い る 。 し た が っ て 、 コ ル ゲ ー ト 管 の 把 持 部 お よ び 把 持 部 材 は 少 な い 抵 抗
で 既 設 配 管 の 曲 が り 部 を 通 過 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ２ の 挿 入 工 法 は 、 コ ル ゲ ー ト 管 の 少 な く と も 把 持 部 に よ っ て 把 持 さ れ る 部 分 で 、
コ ル ゲ ー ト 管 よ り 可 撓 性 の 大 き い 芯 材 を コ ル ゲ ー ト 管 内 に 配 置 さ せ た 状 態 で コ ル ゲ ー ト 管
を 把 持 部 で 把 持 す る よ う に し た の で 、 コ ル ゲ ー ト 管 の 壁 面 が 、 把 持 部 材 の 把 持 部 と 、 芯 材
と の 間 に 挟 ま れ て 、 コ ル ゲ ー ト 管 が よ り し っ か り と 把 持 部 材 の 把 持 部 に よ っ て 把 持 さ れ る
。 し か も 、 芯 材 が 、 コ ル ゲ ー ト 管 よ り 可 撓 性 の 大 き い の で 、 既 設 配 管 の 曲 が り 部 に 沿 っ て
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容 易 に 変 形 し 、 少 な い 抵 抗 で 既 設 配 管 の 曲 が り 部 を 通 過 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ３ の 挿 入 工 法 は 、 コ ル ゲ ー ト 管 の 把 持 部 に よ っ て 把 持 さ れ る 部 分 の 管 壁 を 管 軸 方
向 に 複 数 箇 所 で 切 断 し て 、 複 数 の 短 冊 状 部 を 形 成 し 、 こ の 短 冊 状 部 を 芯 材 の 縮 径 部 の 表 面
に 沿 わ せ た 状 態 で 、 コ ル ゲ ー ト 管 を 把 持 部 で 把 持 す る よ う に し た の で 、 コ ル ゲ ー ト 管 の 把
持 部 材 に よ っ て 把 持 さ れ る 部 分 の 内 径 と 、 芯 材 の 外 径 と に 差 が あ っ て も 、 コ ル ゲ ー ト 管 の
把 持 部 に お い て 、 コ ル ゲ ー ト 管 と 芯 材 と の 間 に 隙 間 が な い 状 態 で 把 持 部 材 に よ っ て 把 持 が
で き 、 よ り し っ か り と し た 把 持 状 態 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ４ の 挿 入 工 法 は 、 芯 材 が 密 着 コ イ ル ス プ リ ン グ で あ る の で 、 無 負 荷 状 態 で は 、 コ
イ ル を 構 成 す る ワ イ ヤ の 各 ル ー プ の 壁 面 が 密 着 し て お り 、 軸 方 向 に 圧 縮 さ れ て も そ の 長 さ
が 略 変 わ ら ず 、 径 方 向 に 力 を 受 け て も 、 少 し の 力 で は 直 径 が 略 変 わ ら な い 。 し た が っ て 、
こ の 密 着 コ イ ル ス プ リ ン グ を コ ル ゲ ー ト 管 の 全 長 に わ た っ て 挿 入 し て お く と 、 押 し 込 み 動
作 時 に 、 密 着 コ イ ル ス プ リ ン グ が コ ル ゲ ー ト 管 の 圧 縮 方 向 の 変 形 お よ び 半 径 方 向 の 変 形 を
抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ５ の 挿 入 工 法 は 、 芯 材 が 牽 引 方 向 に 向 か っ て 徐 々 に 縮 径 し て い る の で 、 コ ル ゲ ー
ト 管 を こ の 縮 径 部 に 沿 う よ う に 変 形 さ せ れ ば 、 曲 が り 部 や 既 設 管 路 と の ク リ ア ラ ン ス が 小
さ い 場 合 で も 、 牽 引 の 抵 抗 を 減 少 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ６ の 挿 入 工 法 は 、 把 持 状 態 で 把 持 部 の 外 周 面 を 可 撓 性 を 有 す る 保 護 被 膜 で 被 覆 す
る よ う に し た の で 、 既 設 管 と の 摩 擦 抵 抗 を 低 下 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 コ ル ゲ ー ト 管
の 端 部 に 短 冊 状 部 分 を 形 成 し た 場 合 、 把 持 部 の 網 目 か ら 短 冊 状 部 分 が 飛 び 出 る こ と も 防 止
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 を 、 そ の 実 施 の 形 態 を あ ら わ す 図 面 を 参 照 し つ つ 詳 し く 説 明 す る 。
　 図 １ ～ 図 ３ は 、 本 発 明 に か か る 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 の １ つ の 実 施 の 形
態 を 工 程 順 に あ ら わ し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 挿 入 工 法 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ま ず 、 一 端 が 徐 々 に 縮 径 し て い る 縮 径 部 １ １ ａ を
備 え る 芯 材 と し て の 密 着 コ イ ル ス プ リ ン グ １ １ を ワ イ ヤ ロ ー プ １ ２ を 内 部 に 挿 入 し た 状 態
で コ ル ゲ ー ト 管 ２ の 内 部 に 挿 入 す る 。
　 ま た 、 ワ イ ヤ ロ ー プ １ ２ の 縮 径 部 １ １ ａ 側 か ら 延 出 し た 部 分 に 把 持 部 材 １ ３ を 固 定 し て
お く 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 把 持 部 材 １ ３ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 細 い ワ イ ヤ ロ ー プ が 円 錐 状 に 編 ま れ て 形 成 さ れ 、
円 錐 の 底 面 側 が 開 口 し た 把 持 部 １ ３ ａ を 有 し 、 把 持 部 １ ３ ａ が 円 錐 の 中 心 軸 方 向 に 伸 長 さ
れ る と 縮 径 し て 、 コ ル ゲ ー ト 管 ２ の 周 壁 に 密 着 し て コ ル ゲ ー ト 管 ２ の 外 壁 を し っ か り と 把
持 す る よ う に な っ て い て 、 把 持 部 １ ３ ａ の 円 錐 の 頂 部 で 、 ワ イ ヤ ロ ー プ １ ２ に 固 定 さ れ る
。
　 つ ぎ に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 コ ル ゲ ー ト 管 ２ の 先 端 部 を カ ッ タ ー 等 に よ っ て 放 射 状 に 管
軸 方 向 に ４ 箇 所 以 上 で 切 断 し て 複 数 の 把 短 冊 状 部 分 ２ １ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 把 短 冊 状 部 分 ２ １ を コ ル ゲ ー ト 管 ２ の 中 心 軸 方
向 を 撓 ま せ て 、 密 着 コ イ ル ス プ リ ン グ １ １ の 縮 径 部 １ １ ａ の 外 面 に 沿 わ せ た の ち 、 把 持 部
材 １ ３ の 把 持 部 １ ３ ａ の 開 口 を 拡 げ て 、 コ ル ゲ ー ト 管 ２ の 外 側 か ら 被 せ た の ち 、 把 持 部 １
３ ａ を 円 錐 の 中 心 軸 方 向 に 伸 長 さ せ て 、 開 口 部 を 縮 径 さ せ 、 把 持 部 １ ３ ａ に よ っ て 、 コ ル
ゲ ー ト 管 ２ の 把 短 冊 状 部 分 ２ １ を 密 着 コ イ ル ス プ リ ン グ １ １ の 縮 径 部 １ １ ａ と の 間 で し っ
か り と 挟 み 込 み 、 把 持 状 態 に す る 。
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　 続 い て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 保 護 被 膜 と な る 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 粘 着 テ ー プ ３ を 把 持 部 １ ３
ａ の 上 か ら 螺 旋 状 に 巻 き 付 け た の ち 、 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 粘 着 テ ー プ ３ の 上 か ら グ リ ス を 塗 布
す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 コ ル ゲ ー ト 管 ２ の 他 端 と コ イ ル ス プ リ ン グ １ １ と を 、 コ イ ル
ス プ リ ン ブ １ １ の 他 端 と ワ イ ヤ ロ ー プ １ ２ と を 、 そ れ ぞ れ 固 定 部 材 １ ４ 、 １ ５ に よ っ て 固
定 し て お く こ と が 好 ま し い 。
　 こ の よ う に し て 、 コ ル ゲ ー ト 管 ２ に 把 持 部 材 １ ３ を 装 着 し た の ち 、 図 示 し て い な い が 、
ま ず 、 先 導 糸 の 先 端 に 落 下 傘 状 の 風 圧 受 け 具 を 取 り 付 け 、 風 圧 受 け 具 を 既 設 配 管 の 一 端 に
挿 入 し た の ち 、 コ ン プ レ ッ サ 等 で 圧 縮 空 気 を 既 設 配 管 の 一 端 か ら 他 端 に 向 け て 送 り 、 風 圧
受 け 具 を 圧 縮 空 気 に よ っ て 既 設 配 管 の 他 端 に 送 る こ と に よ っ て 、 先 導 糸 を 既 設 配 管 内 に 通
す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 先 導 糸 の 一 端 に 牽 引 用 ワ イ ヤ ロ ー プ を 取 り 付 け 、 先 導 糸 の 他 端 を 引 っ 張 り 、 既
設 配 管 に 牽 引 用 ワ イ ヤ ロ ー プ を 通 す 。
　 つ ぎ に 、 既 設 配 管 の 一 方 の 端 部 か ら で た 牽 引 用 ワ イ ヤ ロ ー プ の 一 端 を 、 縮 径 部 １ １ ａ か
ら 延 出 し た ワ イ ヤ ロ ー プ １ ２ の 先 端 に 固 定 し 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 既 設 配 管 Ｐ の 一 端 か ら
作 業 者 Ａ が コ ル ゲ ー ト 管 ２ を 既 設 配 管 Ｐ 内 に 送 り 込 む 動 作 を し た の ち 、 既 設 配 管 Ｐ の 他 端
か ら 作 業 者 Ｂ が 牽 引 用 ワ イ ヤ ロ ー プ Ｒ を 牽 引 す る 動 作 を 行 う と い う 作 業 を 繰 り 返 し 、 コ ル
ゲ ー ト 管 ２ を 既 設 配 管 Ｐ に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 既 設 配 管 Ｐ の 他 端 か ら コ ル ゲ ー ト 管 ２ の 先 端 部 が あ る 程 度 突 出 す れ ば 、 塩 化 ビ
ニ ル 樹 脂 粘 着 テ ー プ ３ を 取 り 除 き 、 把 持 部 材 １ ３ を 取 り 外 し 、 必 要 に 応 じ て 、 コ ル ゲ ー ト
管 ２ の 他 端 と コ イ ル ス プ リ ン グ １ １ と の 固 定 を 解 除 し た の ち 、 ワ イ ヤ ロ ー プ １ ２ を 持 っ て
、 牽 引 側 か ら 密 着 コ イ ル ス プ リ ン グ １ １ を 引 っ 張 り 、 コ ル ゲ ー ト 管 ２ の 内 部 か ら 引 き 出 す
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 に か か る 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 は 、 上 記 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ
な い 。 た と え ば 、 上 記 の 実 施 の 形 態 で は 、 芯 材 と な る 密 着 コ イ ル ス プ リ ン グ が コ ル ゲ ー ト
管 の 全 長 に わ た っ て コ ル ゲ ー ト 管 内 に 挿 入 さ れ て い た が 、 芯 材 は 、 把 持 部 材 の 把 持 部 で 把
持 さ れ る 部 分 の み 、 コ ル ゲ ー ト 管 内 に 挿 入 さ れ て い て も 構 わ な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う な 把 持 部 材 １ ３ を コ ル ゲ ー ト 管 ２ の 先 端 を 把 持 部 １ ３ ａ で 把 持 す る よ う
に 装 着 す る と と も に 、 把 持 部 材 の 先 端 に 牽 引 用 ワ イ ヤ ロ ー プ を 接 続 し て 、 牽 引 用 ワ イ ヤ ロ
ー プ Ｒ を 牽 引 す る 牽 引 す る 牽 引 動 作 と 、 コ ル ゲ ー ト 管 ２ を 押 し 込 む 押 し 込 み 動 作 と を 繰 り
返 し 、 25Aの 鋼 管 製 配 管 内 に コ ル ゲ ー ト 管 ２ を 挿 入 し た と こ ろ 、 エ ル ボ が ５ 個 あ る 配 管 で
あ っ て も 、 問 題 な く コ ル ゲ ー ト 管 ２ を 挿 入 す る こ と が で き た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 コ ル ゲ ー ト 管 の 先 端 を ４ カ 所 切 り 、 把 短 冊 状 部 分 ２ １ を 形 成 す る と と も に 、 図 ３ お よ び
図 ４ に 示 す よ う に 密 着 コ イ ル ス プ リ ン グ １ １ の 縮 径 部 １ １ ａ に 短 冊 状 部 分 を 沿 わ せ た 状 態
で 把 持 部 材 １ ３ の 把 持 部 １ ３ ａ で 把 短 冊 状 部 分 ２ １ を 把 持 し た 状 態 で 、 上 記 実 施 例 １ と 同
様 に し て 、 25Aの 鋼 管 製 配 管 内 に コ ル ゲ ー ト 管 ２ を 挿 入 し た と こ ろ 、 エ ル ボ ４ 個 と ベ ン ド
４ 個 を 含 む 配 管 に 挿 通 す る こ と が で き た が 、 把 短 冊 状 部 分 ２ １ の 一 部 が 、 把 持 部 １ ３ ａ の
網 目 部 分 か ら 飛 び 出 し て い た 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 施 例 ２ の よ う に し て 把 持 部 材 １ ３ の 把 持 部 １ ３ ａ で 把 短 冊 状 部 分 ２ １ を 把 持 し た の ち
、 図 ５ に 示 す よ う に 、 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 粘 着 テ ー プ ３ を 把 持 部 １ ３ ａ の 上 か ら 螺 旋 状 に 巻 き
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付 け た の ち 、 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 粘 着 テ ー プ ３ の 上 か ら グ リ ス を 塗 布 し た 状 態 で 、 上 記 実 施 例
２ と 同 様 に し て 、 25Aの 鋼 管 製 配 管 内 に コ ル ゲ ー ト 管 ２ を 挿 入 し た と こ ろ 、 エ ル ボ ４ 個 と
ベ ン ド ４ 個 を 含 む 配 管 に 挿 通 す る こ と か が で き た 。
　 ま た 、 挿 入 後 、 把 持 部 付 近 の 外 観 を 調 べ た が 、 先 端 の 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 粘 着 テ ー プ ３ に は
こ す れ に よ る 傷 が あ る が 、 把 持 部 材 １ ３ お よ び コ ル ゲ ー ト 管 ２ に は 損 傷 が な か っ た 。 ま た
引 き 込 み 荷 重 も 減 少 し て い た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 の １ つ の 実 施 の 形 態 を 工 程
順 に あ ら わ す 図 で あ っ て 、 コ ル ゲ ー ト 管 に 密 着 コ イ ル ス プ リ ン グ を 挿 入 し た 状 態 の 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 コ ル ゲ ー ト 管 の 先 端 部 に 把 持 部 材 を 装 着 し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 コ ル ゲ ー ト 管 の 先 端 部 に 把 持 部 材 を 装 着 し た 状 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 保 護 被 膜 と し て の 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 粘 着 テ ー プ を 把 持 部 の 上 か ら 螺 旋 状 に 巻 き 付 け
た 状 態 を あ ら わ す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に か か る 既 設 配 管 へ の コ ル ゲ ー ト 管 の 挿 入 工 法 の 押 し 込 み 動 作 と 牽 引 動 作
と を 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
Ｐ 　 既 設 配 管
Ｒ 　 牽 引 用 ワ イ ヤ ロ ー プ （ 牽 引 用 線 状 材 ）
２ 　 コ ル ゲ ー ト 管
２ １ 　 短 冊 状 部 分
３ 　 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 粘 着 テ ー プ （ 保 護 被 膜 ）
１ １ 　 密 着 コ イ ル ス プ リ ン グ （ 芯 材 ）
１ １ ａ 　 縮 径 部
１ ３ 　 把 持 部 材
１ ３ ａ 　 把 持 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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